
県と労働局の共同事業による「求人開拓強化月間」の実施

＜鳥取県コメント＞
県と労働局による求人開拓の共同実施

を通じて、数値目標を掲げて集中的に活
動を行い、目標を大きく上回る求人数を
確保した。

＜労働局コメント＞
県知事の初めてとなる企業訪問による

求人開拓、労働局長との直接要請等、県
と共同実施により、雇用拡大に関する経
済団体や企業の理解が一層深まるととも
に、職員の意識もさらに高まった。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫ 鳥取労働局職業安定部職業安定課 （ＴＥＬ：0857-29-1707）

【鳥取県】 【鳥取労働局・ハローワーク】

【実施概要】

【役割分担】

県内の雇用情勢は、大手企業の大量離職事案が発生したこと等に
より、厳しい状況が続いており、求人の総量確保が喫緊の課題。

◆ 県と労働局の共同実施により、企業側の理解が一層進んだ。
◆ 訪問件数 2,470社（達成率154.4％）
◆ 求人確保数 2,322人

一般求人1,797人（達成率179.7％）＋ 学卒求人 525人

【鳥取県】
◆県幹部による企業訪問
（目標：50社⇒実績：5６社）

◆雇用創造協議会による企業訪問
（目標：300社⇒実績：379社）

【労働局・ハローワーク】
◆労働局幹部による企業訪問
（目標：50社⇒実績：52社）
◆ハローワークによる企業訪問
（目標1,200社⇒実績1,983社）

【効果】

鳥取県と鳥取労働局が共同し、平成25年4月を「求人開拓強化月間」
として設定、企業への求人開拓に取り組み、有効求人倍率を全国平
均以上とする。

【目標】訪問企業から1,000人の求人を確保
● 知事・労働局長による経済団体要請、企業訪問
● 鳥取県・鳥取労働局幹部等による企業訪問


